「歴史研究応募原稿作成について注意していただきたいこと」
（１）原稿の文字数、行数　　A５判（右綴じ）、縦書き（1段か2段）
　　【1段組の場合】１頁あたり：52文字×18行、936文字　
【2段組の場合】１頁あたり：25×２文字×18行　900文字
　（２）総文字数　20,000字程度まで（上限　写真、図、表も含む）
　（３）表記上の統一事項および掲載資料等の取り扱いについて
①縦書きのため、本文中の数字は基本的に漢数字で表記する。（技術的に難しい表記は、相談可）
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②写真や図のキャプションは、写真、図の下に入れる。写真枚数は、一応、一人５枚程度と規定しているが、全体で調節していくので相談可。
　　③「注釈」、「参考文献」等は、本文中の該当箇所の文字右下に注見出しとしての通し番号をつけ、
原稿の最後にまとめて番号順に列記する。印刷した原稿に手書き（赤）でよい。
　　　　　　　本文での表記（例）　　　　　　巻末に「注」（参考資料文献、引用文献、参考部分を表記（例）


   ④  原稿作成にあたって、論述の根拠となる文献資料名を明示していただく必要があります。また、未公開資料の場合は、著作権保護の点から、資料所有者の使用許可（文書にて）を得て、原稿に添付していただく必要がありますし、他の出版物から、図や表を引用する際にも、転載許可が必要になりますので、ご相談ください。なお、使用許可申請用紙の体裁について、様式を規定していませんが、様式の雛型がありますので、必要な場合は、お申し出ください。
記載例








注（または、参考文献として）


　 


１　


２


・


５　「二つの加藤家　・・・・・


　‥本姓免願―」（『安城市歴史博物館紀要』６、一九九九年三月）








岸（ガケ）の字名は岩根の小字で・


藩の故地調査で本證寺が回答しており、


回答しており、岩根が嘉明の・・・・











　　





記入例








